
【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 毎時間目標を明示し、振り返りを工夫した。 4 「授業をよく理解できた」と答える生徒が90％以上

3 ８割以上の授業で目標を明示し、振り返りを工夫した。 3 「授業をよく理解できた」と答える生徒が70％以上

2 ５割以上の授業で目標を明示し、振り返りを工夫した。 2 「授業をよく理解できた」と答える生徒が50％以上

1 目標を明示し、振り返りを工夫した授業は5割未満 1 「授業をよく理解できた」と答える生徒が50％未満

4 ９割以上の授業で表現力指導を徹底した。 4 「表現力がついた」と答える生徒が90％以上

3 ８割以上の授業で表現力指導を徹底した。 3 「表現力がついた」と答える生徒が70％以上

2 ５割以上の授業で表現力指導を徹底した。 2 「表現力がついた」と答える生徒が50％以上

1 表現力指導を徹底した授業は５割未満。 1 「表現力がついた」と答える生徒が50％未満

4 学習習慣定着のための指導を確実に実施した。 4 家庭学習の時間が「４時間以上」が最も多い

3 学習習慣定着のための指導を概ね実施した。 3 家庭学習の時間が「４時間未満」が最も多い

2 学習習慣定着のための指導を時々実施した。 2 家庭学習の時間が「３時間未満」が最も多い

1 学習習慣定着のための指導をほとんどできなかった。 1 家庭学習の時間が「２時間未満」が最も多い

4 勇気づけ、ほめる指導の実践が定着した。 4 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が80％以上

3 共感し､認めることで助言につなげた。 3 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が60％以上

2 共感し､認める努力をした。 2 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が40％以上

1 共感・勇気づけより、結果重視の言葉になった。 1 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が40％未満

4 様々な場面で内容項目を価値付けて指導した。 4 道徳の授業で自分の考えを深められた生徒が８０％以上。

3 発問を工夫することで内容項目を深められた。 3 道徳の授業で自分の考えを深められた生徒が６０％以上。

2 教材研究で内容項目を理解したが十分深められなかった。 2 道徳の授業で自分の考えを深められた生徒が４０％以上。

1 教材研究で内容項目の理解が不十分だった。 1 道徳の授業で自分の考えを深められた生徒が４０％未満。

4 いじめ問題にすぐに対応し、早期解決を図った。 4 落ち着いて安心して学校生活ができている生徒が90％以上

3 いじめ問題にすぐに対応したが、対応は継続している。 3 落ち着いて安心して学校生活ができている生徒が80％以上

2 いじめ問題の対応が遅れたが、解決できた。 2 落ち着いて安心して学校生活ができている生徒が70％以上

1 いじめ問題の対応が遅れ、解決できていない。 1 落ち着いて安心して学校生活ができている生徒が70％未満

4 生徒の目標達成のために積極的に支援した。 4 体力テストで全学年が都標準以上
3 生徒の目標達成のために支援した。 3 体力テストで２つの学年が都標準以上

2 生徒の目標を理解し助言した。 2 体力テストで1つの学年が都標準以上

1 生徒の目標を十分把握できなかった。 1 体力テストで全学年が都標準未満
4 命の大切さと安全・安心な学校生活を指導・徹底している。 4 命の大切さを理解し、自助・公助の精神が身に付いた。

3 命の大切さと安全・安心な学校生活を指導している。 3 命の大切さを理解し、自助・公助の大切さを理解した。

2 命の大切さと安全・安心な学校生活を心がけている。 2 命の大切さを理解し、自助を心がけている。

1 命の大切さと安全・安心な学校生活を指導できていない。 1 命の大切さを理解し、自助について理解した。

4 ＳＮＳルールの徹底を家庭に指導した。 4 ＳＮＳルールが定着した生徒が80％以上

3 ＳＮＳルールを学級で指導･徹底した。 3 ＳＮＳルールが定着した生徒が50％以上

2 ＳＮＳ家庭ルールの作成を家庭に指導した。 2 ＳＮＳルールを意識している生徒が50％以上

1 ＳＮＳ学校ルールを学級で指導した。 1 ＳＮＳルールを意識している生徒が50％未満

4 定期面談・随時面談・QUのすべてを活用、実施した。 4 先生に相談すると安心できる生徒が80％以上。

3 定期面談・随時面談を実施した。 3 先生に相談すると安心できる生徒が60％以上。

2 定期面談のみ実施した。 2 先生に相談すると安心できる生徒が40％以上。

1 定期面談・随時面談・QUのいずれも活用、実施できなかった。 1 先生に相談すると安心できる生徒が40％未満。

4 キャリア教育を通して夢を実現する計画づくり指導した。 4 将来の夢に向けて具体的に計画を作成した。

3 計画的キャリア教育で将来の自分を考えさせた。 3 将来の夢について考え、目標を持つことができた。

2 キャリア教育を通して自己の良さや適性を考えさせた。 2 将来の夢を自分で考えることができた。

1 キャリア教育を通して働くことの大切さを考えさせた。 1 将来のことをほとんど考えることができなかった。

4 日常的な特別支援教育の啓発と推進を実践した。 4 先生は一人一人のことを考えてくれると感じる生徒が80％以上。

3 日常的な特別支援教育を理解し実践した。 3 先生は一人一人のことを考えてくれると感じる生徒が60％以上。

2 日常的な特別支援教育を理解した。 2 先生は一人一人のことを考えてくれると感じる生徒が40％以上。

1 日常的な特別支援教育の理解が不十分だった。 1 先生は一人一人のことを考えてくれると感じる生徒が40％未満。

学校経営重点計画（教育推進計画）総括表

Ｂ
引き続き系統だったキャリ
ア教育を進めていく。

生徒理解に基づき、個へ
の配慮が必要な生徒へ
の支援を充実させる。

特別な支援を要する生徒
への適切な対応を行い、
保護者との連携と合理的
配慮の推進を図る。

3 3

教員に対して肯定的に感じて
いる生徒は約85％だった。丁
寧に向き合う姿勢が活かされて
いる。

教員に対する生徒の気持
ちも問題ない。日頃の指導
の成果と感じる。

Ｂ
より生徒一人一人の状況や
特性に寄り添ったかかわり
を意識していく。

引き続き命を大切にする指
導と、安心・安全な学校生
活のための指導を継続して
いく。

Ａ
学校での指導とともに、家
庭への啓発を工夫してい
く。

Ａ
教員が生徒にとって、より
相談できる大人であるよう
関係をつくっていく。

引き続き生徒の心に寄り添
う教育活動を進めていく。

2

ほぼ平均であったが、男女別
でやや上回る、やや下回るが
混在していた。全体的な課題
は敏捷性（反復横跳び）だっ
た。

部活動で関東大会に出る
生徒がいる一方で、体力テ
ストの結果が低い項目があ
るのが意外である。

未然防止に努めながら、
いじめへの適切な対応と
個に応じた不登校対応を
充実させる。

安全集会を実施して未然
防止の指導を行う。また、
毎月の生活アンケートを
実施するとともに校内委
員会を定期実施する。

4 4

輝
く
未
来

年間を通じた計画的な教
育相談面談の実施と、教
師によるカウンセリングを
充実させる。

面談指導の計画的な実
施や、個の課題解決を支
援する個別の会話・面談
や言葉かけを行う。

3 3

相談できる先生がいて、安心
感を持っている生徒が約79％
だった。寄り添った指導をさら
に高めていく。

安心して通えていると思う。
安心感が持てる大人と子供
の関係を、今後も期待した
い。

ＳＮＳの活用について考
え、規則正しい生活を送
らせる。

ＳＮＳ学校ルールの定着
及び家庭ルールの作成・
定着を徹底する。

3 4

「学校で学んだルールを生活
で生かしている」で、そう思う、と
てもそう思うが81％だった。全
校の指導が生きている。

しっかりと指導されている一
方、SNSの時間のルールが
守られていない生徒がい
る。

キャリア教育の計画的な
推進と夢の実現に向けて
努力する生徒を育成す
る。

適切な進路指導計画の
作成と計画的な推進を図
り、キャリアルバムを活用
する。

3 3

自分の将来を考え、向いてい
ることを考えている生徒は約
80％だった。系統だったキャリ
ア教育が概ね生きている。

キャリア教育もうまくいって
いるように見受けられる。

健
や
か
な
体

心身共にたくましく、健
やかな生徒の育成を
図り、健康・安全で活
力ある生活を送るため
の基礎を培う。

体育的な活動を効果的
に実施し、体力向上と生
涯にわたってスポーツに
親しむ態度を育成する。

体力向上の個人目標を
設定する。保体授業TT
や男女共習授業と部活
動を充実する。

3 Ｂ
体力テスト結果を分析し
て、保健体育の授業改善
に活かしていく。

未然防止を重視し、安全
教育・防災教育の推進と
命を大切にする心の教育
を推進する。

安全指導を計画的に実
施する。自殺予防教育・
がん教育・薬物乱用防止
教育を実施する。

4 4

「自分や友達を大切にしてい
る」の項目で、そう思う、とてもそ
う思うが96％だった。風土がで
きている。

自分の命を大切にする指
導の充実とともに、仲間を
大切にされていることは素
晴らしいと思う。

Ａ

勇気づけ言葉を引き続き活
用していく。

考え、議論する道徳授業
を実践し、よりよく生きる
心を育てる。

①内容項目を理解し、議
論や発問の工夫を行う。
②全教科で内容項目に
関連付けて適切に指導
する。

3 4

毎回の道徳で概ね90％以上の
生徒が自分の考えを深めること
ができた。話し合う道徳が定着
している。

よりよい道徳授業が浸透し
ていると思われる。

Ａ
今以上にICTを活用した話
し合う道徳を進めていく。

豊
か
な
心

全教育活動を通じて、
人権教育・心の教育を
推進し、自立した人間
として、他者とともによ
りよく生きるための基盤
となる豊かな人間性を
育む。

全教育活動を通じて生徒
の努力を認め、自己有用
感を育み自尊感情を高
める。

「勇気づけ言葉」を活用
し、頑張らせ、勇気づけ、
ほめる指導を推進する。

4 4

良さを認め伸ばしてくれている
と感じている生徒が約85％だっ
た。勇気づけ言葉が浸透してき
ている。

教員と生徒の信頼関係が
できている。日頃の指導の
成果である。生徒が認めら
れていると感じている。

Ａ

Ａ

落ち着いて安心して生活でき
ている生徒がほぼ90％だった。
ハートフルの合言葉が浸透し
ている。

教員の取組が生徒に良く
伝わっていると思われる。

3

授業で表現力を発揮している
生徒は76％程度だった。概ね
表現に慣れてきたが、英語等
ではあと一歩である。

積極的に対応しているよう
に思われるが、保護者アン
ケートでやや否定的な意見
があることが気がかり。

Ｂ
教科の特性もあるが、どの
教科でも話し合い活動の時
間を取る工夫をする。

主体的に学習に取り組む
態度の育成と家庭学習の
定着を図る。

シラバスの活用と各教科
での学習課題の明確な
提示から、適切な評価・
評定を行う。

3 2

３時間以上、２時間以上ともに
10％以上存在していたが、１～
２時間の分布がやや多かった。
生徒によって大きく異なる。

家庭学習の指導も充実して
いると思われるが、１学年の
家庭学習時間がやや減っ
ているのが心配。

Ｂ

シラバスの活用だけでな
く、定期考査前の学習計画
表の効果的な活用を図っ
ていく。

令和６年度 昭島市立昭和中学校　

学習や生活の基盤とし
て、教師と生徒との信
頼関係を築き、生徒一
人一人に応じた指導・
支援を図る。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

基礎的・基本的な知識
や技能の習得、思考
力・判断力・表現力等
を育成し、主体的に学
ぶ態度の育成と学び
に向かう力と人間性等
を養う。

目標の明示と振り返りの
活用から指導と評価の一
体化による学力を定着さ
せる。

学習目標を提示し振り返
りを工夫することで、学習
理解を深める。

4

学校教育目標
夢への挑戦

～　広げよう可能性　高めよう創造性　～
ビジョン

①知・徳・体をバランスよく育む学校　②落ち着いた中にも活力がある学校　 ③環境が整った安心・安全な学校　 ④家庭・地域とのつながりを大切にする学校

①自ら考え深く学ぶ生徒　 ②自他ともに大切にできる生徒　 ③やり抜くことができるたくましい生徒

①豊かな人間性を備え、生徒の範となれる教師　②生徒と正面から向き合い、信頼される教師　③「できて・わかって・楽しい」授業ができる教師　④組織の一員として学校運営に貢献できる教師

4

授業がとても分かりやすい、分
かりやすいの合計が93％だっ
た。全校での授業改善が活か
されている。

工夫・改善の成果が現れて
いる。

Ａ
教科によって差異があるの
で、平均的に高い数値に
する。

思考力・判断力・表現力
の育成を図り、自分の考
えを他者に伝える力を育
む。

書くこと、発表することや
ICTの活用により、表現力
を意識した授業を実践す
る。

3


